
ICT利活用による沖縄県民の健康づくり普及促進事業・イメージ詳細図

実施団体名 運営主体（予定） 利活用分野 主なシステム機器等

NPO法人
地域間高速ネットワーク機構

NPO法人
地域間高速ネットワーク機構

福祉・医療
地域健康増進

PHR/SNSシステム、ポイント/クーポン管理システム、デ
ジタル・サイネージシステム

事業概要 期待される効果

沖縄県では今後も予測される医療費増加の対策として、①若年期からの生活習
慣病の予防対策の推進、②健康診断の受診率アップ等への対応が急務の課題と
なっている。そこで本事業では、社会全体として健康づくりを支援してくために、
PHR、SNS、デジタル・サイネージを用いて、バス会社、地域企業、地域の病院に勤
める方々と連動し、地域住民の健康づくりを支援する社会システムを構築する。

サービスの利用により、健康に対する意識の改善が生まれ、その結果として、
健康診断の受診率の上昇やその後の再検査の受診率の向上等が見込め
る。それらの動きが国民健康保険の負担割合の減少につながると期待でき
る。このシステムの応用、拡張次第で地域の活性化やバスの運行支援など、
各地域の課題解決に向けたプラットフォームが提供できることになる。

NPO地域間高速ネットワーク機構

■PHR/SNSシステム

日常のバイタルデータをPHRシステムで一括管
理。またSNSシステムにより、仲間を作ったり、仲
間同士でお互いに励ましあえる場を提供する。

■ポイント/クーポン管理システム

蓄積された累積歩数がポイントとなり、地元商店
および企業において、歩数ポイントに応じたポイ
ント割引サービスを一括管理する。

■デジタル・サイネージシステム

機器を設置したバス路線で、停留所間の運動指
標情報等を表示。また、特定健診の受診案内や
近隣店舗の割引クーポン情報等を知らせる。

バス路線を市民の「広域ウォーキングコース」として捉え、デジタル・サイネー
ジによる情報配信機能を用いて市民の健康づくり運動の主要舞台として展開

累積歩数ポイント情報の配信PHRシステム/PHR参照システム
（新規）

ポイント/クーポン管理システム
（新規）

デジタル・サイネージシステム
（新規）

SNSシステム（新規）
情報提供

仲間作り 情報提供

地域ポータルサイト

健康づくり普及促進

「健康」をテーマとした
講習会・イベント

（病院と連携）

ポイント割引獲得
情報送信

ICTを利活用した地域ウォー
キング等リーダーの人材育成

参加

参加

広報機能による情報提供顔と顔を合わせた現実交流

（地元商店と連携）

（バス会社と連携）

住民の「健康づくり」
を普及促進

広告
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